
ダイブマスター候補生
個人情報と評価表

注意：この書類はインストラクター保存記録用です。PADIへは送らないでください。

個人情報

氏名

住所

電話番号　　　　（　　　　　）　　　　　　　　自宅　　　　（　　　　　）　　　　　　　　生年月日

Eメールアドレス

緊急時連絡先と電話番号

参加前条件と照合手続き	 確認者	 PADI No.

18歳以上

PADIアドヴァンスド・オープン・ウォーター・ダイバー、または相当する他団体の認定

レスキュー・ダイバー、または相当する他団体の認定

病歴／診断書と医師の承認

EFR一次および二次ケアのトレーニング、または相当するトレーニング

安全潜水標準実施要項了解声明書

免責同意書（危険の告知書）

ログに記録されているダイビング本数40本

コース費の支払い

写真1枚

認定条件	 確認者	 PADI No.

ログに記録されているダイビング本数

EFR一次および二次ケアのトレーニング（24ヶ月以内）

PADIメンバーシップ同意書／ライセンス同意書を読み、内容に同意

知識開発	 修了／復習を確認	 eラーニング	 PADI No.

緊急アシストプラン

ナレッジ・リビュー1 − PADIダイブマスターの役割と資質

ナレッジ・リビュー2 − ダイビング活動の監督	 q

ナレッジ・リビュー3 − 生徒ダイバーのアシスト	 q

ナレッジ・リビュー4 − ダイバーの安全とリスク・マネジメント	 q

ナレッジ・リビュー5 − ダイブマスターが実施できるプログラム	 q

ナレッジ・リビュー6 − 特殊スキルと活動	 q

ナレッジ・リビュー7 − ダイビングビジネスとキャリア	 q

ナレッジ・リビュー8 − ダイビング環境への意識	 q

ナレッジ・リビュー9 − 潜水理論の復習	 q

ファイナルエグザム	 	 確認者	 PADI No.

パート1得点　　　　　　パート2得点　　　　　　または q 潜水理論オンライン
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水中スキル実習	 得点	 確認者	 PADI No.	 日付

実習1−400m水泳

実習2−15分間立ち泳ぎ

実習3−800mスノーケルスイム

実習4−100m疲労ダイバー曵行

実習5−器材交換

　　　　　　　合計得点（15点以上）

ダイバーレスキュー

ダイブスキル・ワークショップ
　　　　　　　合計得点（82点以上）

　　　　　　　1種類の水中スキルが5点	 q	 スキル開発採点表を添付

実践応用
スキル	 確認者	 PADI No.	 日付

スキル 1 −ダイビングポイントでのセッティングと管理

スキル 2 −水中地図の作成

スキル 3 −ブリーフィング

スキル 4 −サーチ＆リカバリーのシナリオ

	 または q PADI サーチ＆リカバリー・ダイバー・スペシャルティ認定

スキル 5 −ディープダイビングのシナリオ

	 または q PADI ディープ・ダイバー・スペシャルティ認定

ダイブマスターが実施できるプログラムのワークショップ	 確認者	 PADI No.	 日付

ワークショップ1−限定水域でのスクーバ・リビュー

ワークショップ2−スキン・ダイバー・コースとスノーケリングの監督

ワークショップ3−限定水域でのDSDプログラム

ワークショップ4−DSDプログラムの追加のオープンウォーター・ダイブ

ワークショップ5−オープンウォーターでのディスカバー・ローカル・ダイビング

実践評価	 確認者	 PADI No.	 日付

実践評価1−限定水域でのオープン・ウォーター・ダイバー・コース生徒

実践評価2−オープン・ウォーターでのオープン・ウォーター・ダイバー・コース生徒

実践評価3−オープン・ウォーターでの継続教育生徒ダイバー

実践評価4−オープン・ウォーターでの認定ダイバー

プロフェッショナリズム	 得点	 確認者	 PADI No.	 日付

トレーニングセッションへのアクティブで積極的な参加のレベル

生徒ダイバーに対して良き助言者としての役割を果たす能力

指示に従う前向きな態度

生徒ダイバー、ダイバー、スタッフに対する積極的な姿勢と振る舞い

環境を大切にすることに対する積極的な姿勢と実践

ダイブマスターの役割についての理解

身なり、服装などの外見


